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研究プロジェクト

■ 研究の概要
　ドローンやロボット等、広帯域低電力の無
線通信を搭載した移動体、ならびに５G高
速・大容量通信等の無線通信機能を備える
機器の安定運用を将来に渡って確保するこ
とが電波の有効利用上、益々重要になって
います。しかしながら、これらの機器の稠密
化による通信トラヒックの急増や、機器の小
型・高周波駆動・高密度実装化による機器
内の電磁ノイズ干渉などにより、受信感度劣
化が懸念されています。
　そのため、本研究では、極薄でありながら
ノイズを効果的に抑制する基板集積化ノイ
ズ抑制技術を開発するとともに、ドローン等
の静止及び動作状態における機器内部の
ノイズ発生と不要電波干渉を高度に計測・
解析するとともに対策する手法を開発し、受
信感度を確保可能であることを実証します。
　以上を通して、30GHz対応新磁性材料、
基板集積化ノイズ抑制体、低ノイズFPGA、
高通信信頼ドローンなど産業界の期待する
新産業・新製品を創出します。

■ 研究の目的
　高密度実装化したドローン等の機器に

おいても従来と同等の受信感度（例えば無
線LAN・IEEE802.11acでは-80dBm以
下、GNSS では-130dBm 以下）を確保し、
制御用通信の安定化や通信特性の維持・
改善が可能な技術を材料開発から、低ノイ
ズプリント基板開発、および低ノイズFPGA
開発を行い、高ノイズ耐性のドローン等が
実現可能であることを実証します。その利
活用の推進のため、不要電波データベース
を構築しノイズ対策の指針構築に供しま
す。併せてドローンの管制における不要電
波の制御について技術要件を明確化します。

■ 研究の特色
　材料科学に基づくノイズ対策材料の開発
から、低ノイズプリント基板・FPGAの開発、
複数の無線通信システムを搭載したドロー
ン等をテストベンチとした高度計測・受信性
能解析技術、さらにはドローン管制における
不要電波の技術要件の明確化まで、極めて
幅広くかつ深化した研究開発を融合的に
推進する点が特色です。
　とくにSHF帯（なかでも6～30GHz）はノイ
ズ抑制磁性材料が空白の周波数帯である
ことから、材料および計測技術について東

北大学の教員が有する世界最先端の実績
および学術的知見等を活用し、世界に先駆
けてこの帯域のノイズ抑制磁性材料および
計測技術に関する共通基盤技術を確立し
ます。

■ 期待される成果
　本研究開発による30GHz対応新磁性材
料、基板集積化ノイズ抑制体、測定法、低ノ
イズFPGA、高通信信頼ドローンなどの新産
業・新製品を創出します。既に世界最高の
67GHz対応透磁率測定器、および超広帯
域500 MHz～20 GHzで最大利得+12dB、
位相特性概ね±5°以内の特性を有する長
六角形折返しアンテナを開発し、製品化を
進めました。透磁率測定器については、国
際規格IEC 62333 Technical Report（TR）
の取り纏めに貢献しました。今後も製品開
発および国際規格に貢献するとともに、ド
ローンについては、不要電波の技術要件の
明確化により「空の産業革命」レベル4：有
人地帯での目視外飛行のための技術開発
と環境整備に資することが期待されます。
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不要電波の高度計測技術を活用したノイズ抑制技術の研究開発
Research and Development of Noise Suppression Technology Based on
the Technological Innovation on the Unnecessary Radio Wave Measurement
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未来科学オープンセミナー

我が国の半導体・平板ディスプレイ分野に革命的飛躍をもた
らすべく、東北大学が展開する“新半導体・ディスプレイ産業
創製プロジェクト”の趣旨に賛同いただいた産業界の方々の
ご支援により建てられました。

徹底した省エネルギー対策とともにナノメートルレベルの超微
細加工・超高精密計測を実現するために電源電圧の変動、微
振動などあらゆる汚染、ゆらぎ、変動を徹底的に制御し、設計
から製造、テストまで一貫して行える研究施設となっています。
地下1階から4階までにそれぞれ605㎡と692㎡のクリーンス
ペースを有するクリーンルームが2層あり、5階は教授室、会議
室、6階は設計CAD、測定評価室および研究者のための居
室となっております（6階建、約6,400㎡）。

特　徴

概　要

未来情報産業研究館
Fluctuation Free Facility
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主に産学連携の研究プロジェクトの遂行のための施設です（6
階建、約4,600㎡）。1階には開発企画部・事務室が配置されて
おり、3～6階は研究プロジェクトが入居しております。各フロア、
24時間の入退室の管理を行い、研究に関する秘密への配慮を
行うほか、2階には産学交流室を配置するなど、外部との交流
についても考えられている施設となっております。

地中熱利用ヒートポンプシステムを活用した、自然エネルギー
の有効活用により、二酸化炭素排出量削減、省エネなどを目
標としたインフラ作りを行なっております。
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本　館
NICHe, Main Building
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鉄骨造りの2階建て約1000㎡で、研究開発室10室を備えてお
ります。そのほか、会議室を備えており、入居者の共用ミーティン
グスペース等で24時間使用可能です。施設の利用は24時間
可能としておりますが、施設出入り口及び各室の出入り口
に、カードゲートを配置し入退室管理を行うことでセキュリ
ティ面にも十分配慮しています。

本学で創出された研究成果をもとに、起業化に特化した研究
プロジェクトの育成施設として、平成14年9月に開所しました。こ
の施設では、大学発ベンチャーの創出を主目的としております。
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ハッチェリースクエア
Hatchery Square
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経済産業省「平成20年度地域企業立地促進等施設整備費補助
金」の交付により設置されました。先端的な研究成果を迅速に吸
収し短期間で実用化するため、機密が保たれた施設内で、大学
研究者と大企業及び複数の中小企業及びグローバルニッチを目
指す国内中小企業からの研究者と共同研究等を実施し、大学の
基礎研究と関連付けた実用化研究を行います。

大規模研究のため各フロア（研究スペース：446㎡）は仕切りが
無く、必要（研究の機能・機密保持）に応じて間仕切りを行い、
研究を進めることになります。研究室は、入退室管理（履歴管
理）を徹底して行い、機密保持（外部からの不正侵入・研究情
報のコンタミネーション防止）を実施いたします（5階建、約
3,500㎡）。
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未来産業技術共同研究館
NICHe, Annex
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　NICHeは、東北大学青葉山キャンパスに4つの建物を持っております。平成27年12月から地下鉄東西線の開業によりさらにアクセス
が便利になりました。

https://www.niche.tohoku.ac.jp/?page_id=3971
未来科学オープンセミナーのご案内のページ


